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独
法
化
と
は
、
独
法
を
設

立
し
て
大
阪
府
職
員
の
身
分

を
こ
れ
に
移
す
こ
と
で
、
労

働
条
件
の
変
更
そ
の
も
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
当
局
は
、

こ
れ
を
管
理
運
営
事
項
と
い

っ
て
い
ま
す
。
職
員
の
労
働

条
件
の
変
更
を
、
政
策
の
対

象
に
し
た
ら
労
働
法
の
保
護

は
一
切
な
く
な
る
と
で
も
い

う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

営
業
譲
渡
と
労
働
契
約
の

関
係
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
営
業

譲
渡
指
令（
Ｔ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
）は
、

「
営
業
の
譲
渡
に
際
し
て
、営

業
時
点
で
雇
用
し
て
い
た
労

働
者
は
営
業
先
に
移
転
し
、

譲
渡
前
の
労
働
条
件
は
譲
渡

後
も
維
持
さ
れ
、
ま
た
譲
渡

に
先
立
っ
て
労
働
組
合
又
は

労
働
者
代
表
と
の
事
前
の
十

分
な
協
議
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
、
本
人
同
意

な
く
し
て
労
働
契
約
を
他
人

に
譲
渡
で
き
な
い
と
い
う
法

理
が
あ
り
、
ま
た
、
営
業
譲

渡
に
伴
い
労
働
契
約
の
譲
渡

に
つ
き
組
合
員
を
差
別
す
る

の
は
不
当
労
働
行
為
と
な
る

と
の
判
例
が
あ
り
ま
す
。
独

法
が
、
設
立
に
よ
る
身
分
の

移
転
を
定
め
て
い
る
こ
と
を

根
拠
に
独
法
化
で
労
働
条
件

を
一
方
的
に
変
更
で
き
る
と

い
う
の
は
憲
法
の
労
働
基
本

権
保
障
を
否
定
す
る
も
の
と

い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

商
工
労
働
部
長
は
、
総
合

労
働
事
務
所
を
管
轄
し
て
い

る
し
、
知
事
は
弁
護
士
の
は

ず
。
そ
れ
に
公
務
員
は
憲
法

遵
守
義
務
を
負
っ
て
い
ま

す
。
立
場
を
わ
き
ま
え
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

 

（
商
工
労
働
支
部
）

独
法
化
で
の
一
方
的
な
労
働
条
件
の
変
更
は

憲
法
の
労
働
基
本
権
保
障
を
否
定
す
る
も
の

独法化は管理運営事項独法化は管理運営事項
との珍論を述べる当局との珍論を述べる当局
産技総研独法化問題　連載⑤

＜最終回＞

　

「
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
た
た
き
台
）
が

６
月
30
日
に
公
表
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
府
民
政
策

切
り
捨
て
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
７
月
15
日

に
は
、「
明
る
い
会
」
と
府
民
要
求
連
絡
会
主
催
で
、

「『
大
阪
府
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
』
に
抗
す
る
運
動

の
ス
タ
ー
ト
を
」
と
府
民
要
求
学
習
会
が
開
か
れ
、
１

６
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
府
労
組
連
は
、
７

月
27
日
拡
大
中
央
委
員
集
会
を
行
い
、
と
り
く
み
の
意

思
統
一
を
行
い
ま
し
た
。

学習・運動をすすめよう

「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」

「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」

　

府
民
要
求
学
習
会
で
は
、
平

井
賢
治
府
職
労
委
員
長
よ
り
、

財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
の
た
た

き
台
に
つ
い
て
、
そ
の
考
え
方

や
内
容
に
つ
い
て
、
詳
細
に
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
プ
ラ
ン
」
は
こ
の
ま
ま
で

は
「
財
政
破
綻
を
き
た
す
」

「
こ
れ
以
上
の
削
減
は
厳
し

い
」
と
い
う
事
態
の
も
と
で
、

自
治
体
の
役
割
を
放
棄
し
、
さ

ら
な
る
経
費
削
減
を
打
ち
出
す

と
と
も
に
、
新
た
に
国
に
制
度

改
正
を
提
起
し
、「
地
方
主
権

改
革
」
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
従

来
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
」
等
を

深
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。
プ
ラ

ン
で
は
、
２
０
１
１
年
度
か
ら

３
年
間
に
４
７
５
億
円
の
改
革

効
果
を
は
か
る
た
め
に
、
①
中

小
企
業
向
け
融
資
制
度
、
私
学

助
成
、
府
営
住
宅
な
ど
の
歳
出

削
減
、
②
府
有
財
産
を
民
間
に

貸
し
て
収
益
を
あ
げ
る
、
債
権

・
滞
納
の
「
特
別
回
収
・
整
理

チ
ー
ム
」
設
置
、
手
数
料
・
利

用
料
値
上
げ
な
ど
に
よ
る
歳
入

確
保
、
③
出
資
法
人
の
改
革
、

④
府
民
牧
場
な
ど
４
施
設
の
廃

止
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や
府

立
体
育
館
の
「
運
営
の
効
率

化
」
な
ど
「
公
の
施
設
」
の
廃

止
や
見
直
し
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
貧
困
化

の
中
で
府
営
住
宅
の
必
要
性
は

高
ま
っ
て
い
る
。
府
営
住
宅
の

削
減
許
さ
ず
、
新
規
建
設
を
」

（
大
生
連
）、「
公
立
高
校
の
事

務
職
員
の
削
減
や
府
育
英
金
貸

付
金
の
見
直
し
、
府
立
高
校
の

統
廃
合
許
せ
な
い
」（
大
教

組
）、「
中
小
企
業
向
け
融
資
制

度
を
見
直
そ
う
と
し
て
い
る

が
、
低
利
の
融
資
は
業
者
に
必

要
な
も
の
、
今
後
の
大
阪
の
地

域
経
済
づ
く
り
が
問
わ
れ
て
い

る
」（
大
商
連
）
な
ど
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

公
務
員
制
度
改

悪
は
許
せ
な
い

　

府
労
組
連
拡
大
中
央
委
員
集

会
で
も
、
府
民
共
同
の
と
り
く

み
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
た
き
台
で
は
、
公
務
員
制

度
改
革
、
給
与
制
度
改
悪
が
ね

ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
府
民
に
と
っ
て
理
解

さ
れ
に
く
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
」
と
し
て
職
務
給

原
則
を
強
化
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
職
員
間
の

競
争
と
格
差
の
拡
大
を
も

た
ら
し
、
共
同
し
て
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
す
す

め
る
保
障
を
破
壊
す
る
も

の
で
す
。
府
民
か
ら
み
て

も
、
公
務
員
の
賃
金
を
含

む
制
度
は
住
民
の
安
全
・

健
康
・
福
祉
を
保
持
す
る

た
め
の
行
政
を
維
持
す
る
た
め

の
保
障
で
す
。

　

ま
た
、
現
給
保
障
の
解
消
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
現
給
保
障

は
、
民
間
で
も
大
幅
な
給
与
削

減
時
に
は
当
然
行
っ
て
い
る
経

過
措
置
で
、
給
与
構
造
改
革
時

に
、
府
当
局
や
人
事
委
員
会
が

そ
の
必
要
性
を
認
め
て
実
施
し

た
も
の
で
す
。

　

全
体
と
し
て
今
回
の
給
与
制

度
改
革
の
中
で
、
知
事
と
価
値

観
を
共
有
し
、
知
事
の
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
動
く
組
織
づ
く
り
が

す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て

「
公
務
員
制
度
改
革
」
が
位
置

づ
け
ら
れ
、
公
務
員
バ
ッ
シ
ン

グ
を
よ
り
強
化
し
、
府
職
員
と

府
民
と
の
分
断
を
は
か
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
改
悪

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
公
民
共
同
、
府
民
共
同
の

社
会
的
連
帯
の
も
と
で
、
運
動

を
す
す
め
る
こ
と
が
重
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。
全
職
場
か
ら
学

習
を
す
す
め
、
撤
回
に
向
け
た

大
き
な
運
動
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

府
職
労
は
８
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
府
職
労
自
治
研
集
会
を

開
催
し
ま
す
。
全
体
集
会
は
８

月
29
日
（
日
）
に
開
催
し
ま

す
。
記
念
講
演
は
鶴
田
廣
巳
関

西
大
学
教
授
（
大
阪
自
治
体
問

題
研
究
所
理
事
長
）
に
決
ま
り

ま
し
た
。
午
後
か
ら
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
も
橋
下
行
革
を
め
ぐ
っ

て
府
民
生
活
の
実
態
や
府
政
は

府
民
を
応
援
し
て
い
る
の
か
な

ど
実
態
の
告
発
や
報
告
を
お
こ

な
う
予
定
で
す
。
自
治
研
集
会

の
分
科
会
は
全
体
集
会
の
前
後

で
開
催
予
定
で
す
。
す
で
に

「
都
市
農
業
と
大
阪
農
政
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
も
８
月

21
日
に
開
催
予
定
で
準
備
も
す

す
ん
で
い
ま
す
。
他
の
分
科
会

も
日
時
や
場
所
な
ど
準
備
が
進

み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
自
治

研
集
会
は
府
民
団
体
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
ま
す
。
職
員
・
組

合
員
の
み
な
さ
ん
の
多
く
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

府
民
要
求
学
習
会（
７
月
15
日
）

「改革プラン」による「改革プラン」による
公務員制度改悪の予想される動き公務員制度改悪の予想される動き

６月30日　　　「たたき台」公表
８月５日頃　　「素案」公表
　　　　　　　パブリックコメントの実施
８月中・下旬　 大阪府人事委員会　公務員制度改革に

ついての意見？
　　　　　　　 事務局長マニフェスト「独自給料表の

内容については10月に勧告」
　　　　　　　 公務員制度改革についての組合提案？
８月26日　　　人事委員との意見交換会
９月中旬　　　「案」の公表
９月22日　　　９月府議会開会

「改革プラン」撤回に
「改革プラン」撤回に向けみんなで
向けみんなで
行動しよう行動しよう

自
治
体
の
役
割

を
放
棄
す
る

「
改
革
プ
ラ
ン
」

府労組連拡大中央委員集会（７月27日）

府
職
労
自
治
研
集
会

職
員･

組
合
員
の
み
な
さ
ん
の

 

多
数
の
参
加
を

とりくみのすすめ方とりくみのすすめ方

職場集会・職場集会・
職場決議　職場決議　

８月８月
 上旬まで 上旬まで

職場決議手交、職場決議手交、
撤回要請撤回要請

８月８月
　 中旬　 中旬

さ
ら
な
る
府
民
施
策
切
り
捨
て
の

は
撤
回
を

職場か
ら


